
〇協議事項
（1）夏バテ予防について
　　・気象庁が発表している気温は百葉箱で計測されているため安定した数値となっているが、
　　 環境によっては発表されている気温よりもはるかに高い場合があるため要注意。
　　・「エアコンの設定温度は28℃」とよく目にするが、設定温度が同じであっても環境や外気温に
　　　よって体感温度は大きく異なるため、その都度快適に感じる気温設定をするべき。
　　・暑さの感じ方は人それぞれだが、夏の時期では暑く感じる方が危険なので、エアコンの温度は
　　　暑く感じる人に合わせた方が良い。寒く感じる人は薄着を羽織るなどで対応。
　　・暑さによる食欲不振には、さっぱりとした食事が有効。柑橘類をかけたりするなど。
　　・のどの渇きを感じていなくても、1時間に1回など定期的な水分補給をするべき。
　　・夏バテと熱中症の違いに関して、明確な症状の違いはない。症状が重かったり、急に症状がでて
　　　きたのであれば熱中症の可能性が高い。
　　・気温をコントロールし快適な環境を作ることで、自律神経の乱れを抑えることできる。
　　・夏バテになりやすい体質の人はいる。筋肉量が少なく代謝が低い人、冷え性や低血圧の人、
　　　自律神経の働きが弱い人など。
　
（2）その他
　　・インフルエンザ及びコロナの予防接種率がかなり低い状況にある。高齢者は感染した際のリスク
　　　が大きいため、事務所を通じてシルバー会員に予防接種を促すべき。
　　・インフルエンザと思しき症状がでて受診する際は、1回目の受診で陰性であったとしても、次の
　　　日も検査したほうが良い。特効薬が発症後48時間以内しか効き目がないため。

　　・次回以降の日程に関して
　　　９月１７日（木）１３時３０分～
　　　　テーマ:災害に対する事前準備や発生後の注意事項(避難所生活等)

　

8月度衛生委員会議事録

場所:佐野市シルバー人材センター日時:令和8年8月20日(木)　 13:30　～　14:00


